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様
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い
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を
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え
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た
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も
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願
い
申
し
上
げ
ま
す
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昨
年
は
天
候
不
順
と
異
常
気
象
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
、
世
界
同
時
不
況
に
よ
る
円
高
、
株
安
、

地
方
経
済
の
衰
退
と
財
政
難
、
国
内
外
共
に
か
つ
て
経
験
し
た
事
の
な
い
経
済
不
況
の
中
で
の
年
の
瀬
と
な
り
ま
し

た
。

　
幸
い
洞
爺
湖
町
で
は
大
き
な
災
害
や
事
故
、
事
故
も
無
か
っ
た
事
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
し
か
し
、
観
光
を
始

め
農
、
漁
業
な
ど
産
業
面
で
は
平
年
実
績
割
れ
す
る
な
ど
、
厳
し
い
結
果
と
聞
き
心
痛
の
思
い
で
す
。

今
年
は
合
併
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
有
珠
山
噴
火
10
年
、
洞
爺
湖
温
泉
誕
生
百
年
、
洞
爺
湖
有
珠
山
の
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
認
定
と
当
町
に
と
っ
て
再
出
発
の
年
だ
と
思
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ま
す
。
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、
縄
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や
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化
、
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や
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、
先
人
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受
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継
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で
来
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人
材
、

物
産
や
豊
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な
生
活
な
ど
を
享
受
し
て
来
ま
し
た
。
こ
の
営
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を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
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の
世
代
へ
更
な
る
平
和
と

繁
栄
を
加
え
て
、
子
孫
に
伝
え
て
行
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
町
財
政
の
大
変
厳
し
い
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
未
来
が
明
る
く
開
け
、
希
望
の
持
て
る
豊
か
な
町
と
な
り
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
町
作
り
を
め
ざ
し
て
議
員
一
同
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
以
上
の
御
意
見
、
御
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
れ
ば
有
難
い
限
り
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
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さ
つ
と
し
ま
す
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